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I　学部研究主題

Ⅱ 乂yYHﾊHｸh益���ﾙ.�,ﾉyﾙu"�

1　研究の背景

(1)中学部の目指す生徒像

中学部段階は,生徒一人一人の生活環境に応じて,それぞれの興味･関心の対象や行動範囲が

個別的なもの-,より社会的なものへと移行する時期である｡中学部では, ｢すこやかな心と体

をもち,実際の生活に生かすことのできる基礎的･基本的な内容を進んで身に付け,共に力を合

わせながら,実践的･主体的に活動しようとする生徒を育成する｡｣ことを教育目標に掲げ,生

徒一人一人に応じた実践を行っている｡

わたしたちは,この教育目標の下,身近な生活に関連した学習活動を展開したり,集団の中で

友達と共に活動できる喜びを感じることができるように働き掛けたり,見通しをもって主体的に

活動できるように学習環境を整えたりして, ｢明るく元気で,力を合わせ,主体的に活動しよう

とする生徒｣を目指している｡

(2)生徒の実態から

中学部では,様々な学習において集団で活動する場面が多くなってくる｡生徒は, ｢友達と一

緒に活動したい｡ 00さんと同じグループだ｡｣, ｢自分のグループ場所はここだ｡｣など集団帰

属-の意識が芽生えてきている｡

しかし,整えられた学習環境や教師の働き掛けに基づき,集団の中で自分のもてる力を発揮で

きるよさもある一方,授業場面ではできていても,他の学習場面で同じような状況に置かれると,

なかなか自分のもてる力を発揮しきれていないことが多く見受けられる｡

具体的には,学習場面で経験を重ねてできるようになったことでも,一人で取り組む場面にな

ると教師や周りの大人に依存している様子や,学習が定着しないうちに間違った方法のままで課

題解決を図り,その方法を継続して行っている様子などがある｡これらの実態から,学習したこ

とを活用するまでに結び付かないことが生徒の課題として考えられる｡

図3-1のように学習課題や日常生活上における課題の背景には,活動に自信がないことや学習

の意味がよく分かっていないこと,自分がどうしたら課題解決できるのかといった自己への気付

きや理解が,まだ十分に育っていないことなどが考えられる｡

わたしたちは,これまでの軽業実践において,学習環境や教師の働き掛けを工夫することで,

生徒が自分のよさやもてる力を発揮できるという仮説のもと研究を進めてきた｡しかし,学習環

境や教師の働き掛けを工夫するだけでは,生徒がよさやもてる力を十分に生活に生かしきれてい

-51-



ないことが明らかになった｡それは,生徒自身が自分のよさやもてる力をよく理解できず,自分
1

にとって何が課題なのか分からないまま,受け身的な活動になっていたからと思われる｡

そこで,学習場面において生徒自身が自分のよさやもてる力に気付き,その力を基に学習課題

に向かって,思考したり,判断したりして自分を表現することも学習したことを活用するための

重要な視点であると考えた｡

請 辛

図3-1申学部生徒の学習課題とその要因

(3)前次研究の成果と課題から

中学部では,前次研究で｢集団活動の中で,よさやもてる力を発揮する生徒を目指した授業づ

くり｣に取り組んだ｡保健体育科の授業を通して,指導シートという道具を活用することで,坐

徒の実態把握の観点を明確にしたり,学習集団の中で生徒が自分のよさやもてる力を発揮する学

習環境や教師の働き掛けを明らかにしたりした｡そして,授業づくりにおいて明らかになった有

効な手立てを生活場面でも応用できるように,関連付けた取組を行った｡このような実践の中か

ら,次のようなことが明らかになった｡

成果①指導シートを活用し,生徒の実態を客観的にとらえ,題材における一人一人のよ 

さやもてる力と目標設定につながる課題を明確にできた○ 

②保健体育科の授業において,運動技能の段階的な発達が図れるように,題材配列 

や学習内容の見直しができたo 

③学習環境が整理され,教師の働き掛けと相互に関連付けて考えることが有効であ 

ると教師間で共通理解ができた○ 
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一方,以下のような研究の課題も残された｡

課題　①　目標設定や手立てを精選するための指導シート等のデータの整理

②　教師の働き掛けの有効性の検証

③　他の指導領域や生活場面-の応用の検証

このような成果と課題を踏まえ,生徒の実態を客観的にとらえる方法や目標設定の手続きを他

の学習場面においても作成したり,生徒の変容をとらえるための評価の在り方を探ったりして授

業実践を重ねていく必要がある｡

また,これまでは個々の生徒の学習課題を教師間では共有できたが,生徒自身が振り返ること

ができていたかについては指導上の課題があることが明らかになった｡そこで,軽業において,

生徒自身が学んだことを振り返るための手立てを工夫することで,生徒が｢以前にやったことが

ある｡｣, ｢こんなふうにやったらうまくいくかも｡｣というように,これまでの経験を基に,自

分なりの解決方法に気付いて,学んだことを活用できるような実践研究を深めていきたいと考え

た｡

(4)時代の要請"流れから

今回の新学習指導要領において,平成20年1月の中央教育審議会の｢幼稚園,小学校,中学校,

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について(答申)｣によると, ｢自ら学び自

ら考える力の育成といった『生きる力』の理念は,基礎的･基本的な知識･技能の習得を重視し

た上で,思考力･判断力･表現力等をはぐくむことを目標としている｡｣とある｡また, ｢知的

障害のある子どもに対する教育を行う特別支援学校の各教科について｣では, ｢指導に当たって

は,子どもが習得した知識･鼓能等を,実際の生活の中で活用できるよう工夫する旨をより明確

にする｡｣としている｡

わたしたちは,これまで｢生活に生かす｣視点を大切にし,教科別の指導を行ってきたが,中

学部の生徒の実態やこれまでの取組から生徒が学んだことを活用しきれていない実態が浮かび上

がってきた｡新学習指導要領の下,これまで以上に,思考力,判断力,表現力といった能力の育

成と学習意欲の向上を目指し,生徒が学んだことを活用できるようにしていきたい｡

(5)これまでの教科別の指導の取組から　　　　.

中学部ではこれまで, ｢生活に生かす｣ことを中心に据えて学習内容を精選し,授業実践に取

り組んできた｡特に国語科･数学科の教科別の指導に当たっては,生徒の現在の生活のニーズに

沿って学習活動を展開してきた｡国語科では日記･手紙といった生活に直接結び付けた内容で,

聞く･話す･読む･書くことや言語理解の向上を図り,数学科では買物活動を通して,日常生活

に必要な数量や図形などに関する基礎的な能力を高める取組を行ってきた｡

これらの取組は,それまでの教科別の学習における学びを生活に生かすことが難しいという課

題を受けて,例えば数学科においては,買物活動を通して数概念を学んでいけるようにという考

えに基づき進めてきた実践であった｡実際に近くの店に出掛け買物をする活動を通して, ｢商品

を選ぶ-かごに入れる-レジに並ぶ-財布から貨幣を取り出す-支払う一商品と釣り銭を受け取

る｣といった一連の買物スキルを高めることができた｡
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しかし,生徒にとって生活におけるスキルに直結するよさもある反面,実用的な観点から学習

活動を選択･組織しているため,年間の指導計画において生徒の変容が兄い出しにくく,学習内

容が偏ったり,漏れたりすることがあった｡生徒の数量的な処理能力を確実に身に付けることや,

系統性を踏まえた指導という点においても課題が出てきた｡

そこで,これまでの｢生活に生かす｣視点は大切にしつつ,教科別の指導において｢生活に生

かす｣とはどのようなことなのか検討していく必要があると考え,教科別の指導の中で,特に数

学科の授業づくりを学部研究の中心に据えて進めていくこととした｡

2　研究主題について

(1)学んだことを活用するとは

生徒の日常の様子から学んだことを活用しているととらえられる場面を挙げてみると,例えば,

授業における問題解決場面で,最初は教師と方法を確認しながら試行し,次は同じ方法を使って

自分なりに課題解決を図る姿や,数学科で数の大小比較を学んだことで体育科の授業で得点によ

る勝敗が分かるようになるなど,学んだことを他の学習場面で生かしている姿が考えられる｡

生徒が学んだことを活用するためには,これまで学んだことを生徒が思い出したり,活用する

ことに気付いたり,実際に活用して問題解決できた喜びを味わえるようにすることが大切である｡

つまり,学んだことや活用することが学習で｢できる｣, ｢できるかもしれない｣という思いを

生徒自身が実感できるような手立てを行うことが必要である｡

図3-2　学んだことを他の学習で活用する場面

図3-2で示すように,生徒が学んだことを授業や他の学習で活用する場面を見てみると,一つ

の指導の形態の学習において,これまで学習したことを本時で使えることに気付いたり,使って
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みたりする姿を｢活用する場面｣ととらえることができる｡本時の中でも,新しい学習課題に向

かうときに,これまでに学んだことが使えることに気付いたり,実際に使ったりする姿を｢活用

する場面｣ととらえることができる｡また,生活単元学習など他の指導の形態の学習でも学んだ

ことを思い出したり,使ってみたりする姿も｢活用する場面｣ととらえることができる｡このよ

うな学習活動を通して,生徒が学んだことを実感し活用することで,自分のよさやできることを

自分で意識することができ,主体的に様々な学習に取り組む姿-と発展していくのではないかと

考える｡

以上のことから,中学部では,学んだことを活用する姿を,次のようにとらえることとした｡

学んだことを思い出したり,使えることに気付いたりすることで,新しい使い方を見付 

けたり,実際に使ってみたりして取り組む姿 

(2)数学科の授業づくり

学習指導要領において中学部数学科の目標は｢日常生活に必要な数量や図形などに関する初歩

的な事柄についての理解を深め,それらを扱う能力と態度を育てる｡｣となっている｡

また,高橋浩平(2007)は, ｢算数･数学の『法則性』を導いた経過を見れば,そこに試行錯

誤があり,自分なりの解決方法をそのつど提示していたのではないかと思う｡その『自分なりの

解決方法』は,たとえ障害が重くても生きている限り何か持ちえているのではないか,だとする

ならば,そこに働きかけていきながら『数学的な考え方を身につけていく』ことは可能であると

考える｡｣としている｡

知的障害のある生徒にとって,具体的な経験を通して生活そのものの学習が有効ではあるが,

わたしたちの日常生活の中には,数量処理能力を必要とする内容が多い｡例えば,ゲームで順位

を決めたり,給食でおかずやパンを定量ずつ配ったり,作業学習で10本, 100本ずつ製品を束ね

たり,時計を見て次の学習の準備をしたりといった活動などである｡

数量処理能力は,生活の場面を通した学習のみで身に付くことは難しく,数の系統性に即した

指導と生活場面-の適応の指導を通して初めて身に付くものである｡また,抽象的な考え方や論

理的な思考力を通して順番を守って待つことができたり,時刻を見てスケジュールに合わせて活

動したりするなど,自分の行動を調整することにつながると考える｡そのため,数学という抽象

的な内容であっても計画的･継続的な指導をしていくことで,具体と抽象が相互し合ってより合

理的に考える力を伸ばすことができると考える｡

これらを踏まえて中学部では,数学科の授業づくりにおいて,指導目標を導き出した根拠が分

かるように,生徒の数学的な実態や日常の様子,教育的ニーズから挙がってきた課題を分析して

いく｡また,実際の学習場面を考えるときには,学習したことが定着するまでに時間や学習の速

度,学習動機には生徒の興味･関心を配慮することなど生徒一人一人の実態に応じた学習の進め

方を十分に踏まえて計画する｡

(3)生徒の主体的な学びを深めるために

湯浅恭正(2002)は, ｢授業は,子どもたちが学習目的を意識し,学習内容･教材に挑んでい

く過程である｡そのためには,子どもが学習の過程に自己を位置付けることが必要である｡｣と
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述べている｡

このように授業において主体的な学びを目指すためには,まず言生徒自身が自分の学習課題に

気付くことが必要である｡生徒自身が学んだことを実感し活用するには,直面した課題に対して

生徒が学んだこと(既有の知識)を関係付けたり,類推したり,見通しを立てて解決方法を兄い

出したりすることが重要である｡

そこで,中学部では生徒の主体的な学びを大切にし,授業において生徒の学びに対する意欲や

向かい方などを考慮した手立てを考えていくとともに,主体的な学びがより深まるための生徒の

変容を十分にとらえる評価の在り方を考えていきたい｡

(4)次の学習へつながる個人目標の評価

授業実践において,学習の終了時点で,結果として｢この授業(単元又は題材)でねらったこ

とを生徒は学んだ｣かどうか判断するためには,生徒の学びの状況の確かな見立てが不可欠であ

る｡そのためには,学習過程において,指導目標の根拠を明確にし(診断的評価),評価する観

点(評価規準)があると,生徒の学びの過程を見立てる(形成的評価)ことができるのではない

だろうか｡そのことにより,生徒自身が何を学ぶのかといった自分の学習課題に気付き,生徒自

身が学習を振り返ることで,学びに対する意欲が向上し,十分な習得が可能となり,ひいては学

んだことを活用することにつながるのではないだろうか｡

そこで,中学部では,生徒の変容を細かにとらえ個人目標に即した評価を行うこととし,その

ことが次の学習の個人目標の評価につながり,学びの過程を見立てることにもつながると考えた｡

以上述べてきたことを踏まえると,中学部の研究の構想は図3-3のようになる｡
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Ⅲ　研究目的

数学科の授業づくりにおいて,生徒が学んだことを活用するために,生徒自身が学習を振り返るこ

とができる手立てを踏まえた授業実践と,生徒の主体的な学びを深め,次の学習-つながる個人目標

の評価の在り方を明らかにする｡

Ⅳ　研究仮説

数学科の授業づくりにおいて,次の3点に着目して授業実践を行えば,生徒は学んだことを学習場

面で活用することができるであろう｡

1生徒の日常の様子や数学における習得状況,学習の進度から指導目標を導き出し,指導 

の方向性を明確にする○ 

2学習における確かな学びを支えるキーワードとして挙げられた｢必然性｣,｢思考.操作｣, 

｢振り返り｣,｢実践意欲｣のうち,特に｢振り返り｣の手立てに着目して授業を行う｡また, 

指導目標に対して,指導前に評価の観点や評価規準,評価基準を明確にした評価を行うo 

3高等部の取組につながる情報の整理と生かし方を検討する○ 

Ⅴ　研究内容

｢学んだことを活用する生徒を目指した数学科の授業づくり｣において,以下の研究内容を設定す

研究内容1

数学科の授業に関する指導の根拠と方向性を明確にする｡

研究内容2. 

生徒の確かな学びを実現するための数学科における授業実践と評価の在り方を探る. 

研究内容3 

中学部段階における学習状況や生徒の変容が分かる個人目標の評価を通して,系統的.鰭 

続的な取組につなげるための情報の生かし方を探る｡ 
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Ⅵ　研究方法

研究内容1 �����IF8簡5h�ｸ6x/�w�*(+ﾘ4�5ｨ5�8�986x,ﾈ��邊�

i見立てるi �)�i6ｸ,ﾈ轌;�mｩUxｷ�-�ｧx�>�vY�ﾙ.�-ﾈ,X,ﾈ詹��*ｸ,ﾉ�騫ﾒ�

具体的な方法 

○既習内容やどこでつまずいているのか明確にするために,数学科に関す 

る実態を把握するシートを作成し,アセスメントを実施する○ 

○数学科の個別の指導計画を見直し,生徒の学習課題の分析を明記し,描 

導根拠を明らかにする○ 

研究内容2 ���i6ｸ,ﾈ益�ﾉ4�,逢x-�/�辷*h.�+ﾘ-�,鎚ｧx�/��X.云H.�+ﾘ-�,ﾈ詹zx,H/�:R�

醜,評価するi �-ﾈ*h+ﾘ�ｼh�����2学習を通して生徒の変容をとらえることができる評価表の作成と活用 

具体的な方法 

○実践事例を通して,学習における確かな学びを支える四つのキーワード 

を踏まえた授業を行い,生徒が学んだことを活用する姿をとらえる○ 

○指導目標に対して,指導前に評価の観点や評価規準と評価基準を明確に 

し,生徒の変容をとらえた評価を行う○ 

研究内容3 ��ﾘ)9兀H,�*�*�.佝�9ﾙ4定ﾇ���4�,稲i�x,�,(,�+�.��饑�,ﾉ�騫ﾒ�

ーつなぐl �)�i6ｸ,ﾈﾘ)9兀H,X,ﾈ�9�I�ﾈ/�,h.x*h+ﾘ轌;�mｩUx,ﾉ�ﾙ.��

具体的な方法 

○中学部の取組をつなぐために高等部職員-のアンケートや数学授業担当 

の職員に聞き取り調査を実施し,必要な情報を得る○ 

○個別の指導計画や高等部の年間指導計画を基に,将来の生活に生かす視 

点を踏まえて指導目標や学習内容を設定する｡ 
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Ⅶ　研究の実際

1　研究内容1について

i見立てるl 

数学科の授業に関する指導の根拠と方向性を明確にする○ 

(1)実態把握シートを用いたアセスメント

これまで中学部では,数学の授業を計画するに当たり｢生活に生かす｣という視点の下,教育

的ニーズを中心に学習グループを編成していた｡しかし,教育的ニーズだけでは数学の系統的な

指導計画の作成が難しい上に,指導の方向性や学習における生徒の変容が分かりにくいため,ま

ずは生徒一人一人の数学に関する実態や既習事項を把握する必要があると考えた｡昨年度は,学

習指導要領の指導内容を基に生徒の実態を把握し,学習の習熟度を考慮してグループを編成した｡

今年度,新一年生については,旧担任に既習内容をチェックしてもらったり, 4月の学校での

様子を担任がチェックをしたりして,新たにグループを編成した｡

-学期の経過途中で,これまでの数学の指導で,どのように生徒が変容したのかをチェックし

ようとしたときに,これまで使用していた資料の観点が大まかな内容のため, ｢もっと細かく見

ていかないと,確実に生徒が身に付けた学習内容であるかチェックするのは難しい｡｣という意

見が学部内で出された(表3-1)｡そこで,学習指導要領や先行研究を参照しながら,指導内容

に細かく観点を設けた実態把握シートを作成し,より細かく数学的な実態を把握することとした

(表3-2)｡既習内容を確認できる上に,どんな内容でつまずいているかを把握することで,今

後の学習内容を決定する際に一つの根拠になり得ると考えた｡

表3-1実態把握シート

数と計算

A �.r��2�D 剩R�僥 ��

1段階 ��H,hﾇh蠅�1回兄｣イヒする ��ｲ�○ 僂) ��ｲ�僂) 劍�ｲ�

類別する �2��○ 僂) �2��凵� 劍�ｲ�

分類する,整理する ��ｲ�C) 凵ｼ) ��ｲ�僂) 剩2��

対応する �2��○ 凵� ��ｲ�凵� 劍�ｲ�

2段階 ��数を数えーる ��ｲ�C) 凵_ー ��I � �� 梯� �� 

数言司 �2��○ 

l頃序数 �2��○ �� �� � �� �� �� 

読み書き �2��C) ��｢i �� � �� 兔X��B� ��- 

集合数 �2���○ 
一対一対応ーする �2��○ ��○ 〟 �� �� ��P �,�,"�● ��却 

多少の理角軍 楢*ﾒ�A 

分類するー弁別する �2��○ �� �� �� �� �� �� 

形 �2��C) 冖�� 白� �� �� 綴停ﾒﾒ� �� 

負 �2�� ����押し′l｣のldC 劔つ �8ﾂ�Ll｣つつo脚〟､1 

大きさ �2�� ���ると �� 粕｢� ��な �*(*薬� �� 

目的 楢*ﾒ� 劔剪�

機首巨 ����■＼ �� �� �� �� �� �� 

3段階 �(見�H,ﾉ�H,ﾈﾉｹoB�数P昌 ��ｲ�′C) �� �� �� �� �� �� 

計数(具体物と数青司) �2��C) �� ��､ �� �� 啌ﾈ��� �� 

語数(数字を葺く) ��ｲ�○ 凵Rー_′ ��� � ��"ﾒ� 

大小比較(数比一之) 楢*ﾒ�A 僂) ���凵ﾚゝ 劍�ｨ�B�

i噴序数(次の数.前の数) 楢*ﾒ�∠ゝ 凵� �2��僂) 劍�ｲ�

逆0畳 ����A 僂) ���凵� 劍�ｨ�B�

合成分解(10まで) ��ｲ�C) 僂) ���僊 剩��

10までの力口減;去 �2��○ 凵� ���僂) 劍�ｲ�

記号(+,-,-) �2��○ 凵� ����凵� 劍�ｲ�

式:の理角畢 ���A 凵� ����凵~ 劍���

乗;去 ��ｲ�× 凵~ ����凵~ 劍���

まとめて数える(2,5ずつ) ����メ 凵~ ����凵~ 剴�*ﾒ�

l品数の数P昌 ����× 凵~ �8���>く 劍���

除法 �8��× 凵~ ����凵~ 剴�*ﾒ�

具体物の等分 ����× 凵~ ����凵~ 劍���
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表3-2　変更後の実態把握シート

⑦大小比較 �4��ｩ�闔ｩ�陌�+X,IGｨ.�,h*ｸ,痛:�+bﾉ�ｸ.�,�*"ﾂ�*�-ﾈ,�,H*(.�,ﾈﾋ駢H,ﾈ�9j�*ｩZｨ*�.��42�(,(,ﾈ�-ﾈ.�,ﾈｾ��ﾉZ�,�*�*(,B��X揵NHｧ(/��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��4R�(,(,ﾈ�-ﾈ.�,ﾉKﾈｾ��ﾉZ�,�*�*(,B��X揵NHｧ"�/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��4r��H鬨/�w�*(,Bﾉ�X揵NHｧ(/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��4貯�H霾/�w�*(,Bﾉ�X揵NHｧ(/�+x.��△ ��"���ｲ���△ ��"�△ ��

順序数 ⑧数詞や数字の順番 何番目という順番 ��ﾓ��-ﾈ,R�4���ﾓX-ﾈ,X,ﾉ�H霾/�ﾋ�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.��42�����-ﾈ,X,ﾉ�H霾/��MH,侏�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.��4R傀yMH,��H鬨4ｨ�ｸ6�/�¥�-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��著ｷH,ﾈ�,��H霾/�ﾋ�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.��4著ｷH,ﾈ�MH,��H鬨4ｨ�ｸ6�/�¥�-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��8�俾h+X+ﾙ�H鬚��H霾,ﾈ鵁,ﾉ�H鬚)�H霾.)��,ﾉ�B��る�H霾*ｩZｨ*�.��4ﾂ兔�/�,X*(.仞��ﾉZ�,ﾉ�ﾃ�ﾈ麌+X+ﾘｾ��ﾉZ�*ｩ���ｩ�Y'ｨｴXﾅﾎ,I�YDi9仂�+ﾘｾ��ﾉZ�*｢ﾂ�輾躪+8.ｨ+ﾘ�ｨ�*�.x巍MImｨ*ｩZｨ*�.��5���I+ﾉ�ﾈ�8,ﾄ�-ﾂ韆�-ﾈ.�,X*�.�+�,h*ｩZｨ*�.��5"�#�-ﾈ,X,ﾉ�H/��MH,x*�.�,兔�-x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�.��5B����-ﾈ,Xｷ�-����決�8,ﾉ�H/��MH,兔�-x.��+�,h*ｨ,X*ｸ.��5b�(,h-�ﾃX,h-�ﾃ��,h-�,X-ﾈ,h-�,I�H*h.�+�,h*｢�,X*ｸ.��A ���� �� �� 

窮,冒.a � �>�蒴5ｨ*cｨ+��凵� 
Il 吸 ○○▲ 訳ｲ�走0: 臣 は見 孟重 ��顎 内容 �;r�一°癌 できる 田かく見る 

⑨具体物の操作による 合成,分解や数字と数 字による合成,分解 �4�仞��ﾉZ�/���ﾞﾈ+Xｽﾘ*�.rﾈﾘx.ﾘ+�.帝Zｨ*�.�,ﾂ�ﾋ駢H,ﾈ�9j�*ｩZｨ*�.��42仞��ﾉZ�/���ﾞﾈ+X,�*ｨ.rﾈﾘy�ﾂ饂ｨ��+x.�+�,h*｢�,X*ｸ.��A ��ｲ���"�������○ ��

(2)各グループの実態と学習内容

中学部の数学では,実態把握シートやこれまでの既習内容から四つのグループを編成し,生徒

の習熟度に応じて精薄内容を検討した｡学習内容は, ｢数量の基礎,数と計算｣, ｢量と測定｣, ｢図

形･数量関係｣, ｢実務｣の四つの観点から考えるとともに,生徒の学習の理解度やペースを考

慮して,具体的かつ焦点化された指導ができるようにした｡四つのグループの実態や学習内容を

表3-3に示す｡
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表3-3　申学部の数学各グループの実態と主な学習内容

Aグループ �(4�8ｸ�ｸ7b�Cグループ 禰4�8ｸ�ｸ7b�

生徒の 凵寰lつの領域で一段 ��ｸ貶,(,ﾉ|ﾈ刺,X自&��○四つの領域で二段階 ��ｸ貶,(,ﾉ|ﾈ刺,Y(hｧyYB�階の学習段階にある 丶ｸ*�.y?�&丶ｸ,ﾈｧx��ら三段階の学習段階に �,ﾉ>�vX/�ｧx�,X*ｸ.�&��
実態 剞ｶ徒 �&丶ｸ,�*�.��i6ｲ�ある生徒 丶ｸ,�*�.��i6ｲ�

ねらい 凵寞�ﾌ的な操作を通 ��ｸｾ��ﾉ4�,���ﾞﾈ/�,｢�○具体的な操作を通し ��ｹ?ｨ�ﾙ�hｨ�,儺ｹwh,��B�

して数量や図形,実 �+X,Bﾉ�I|ｨ.)�ﾘﾆ�,��て,生活に関連した量 處ｨ.)�ﾘﾆ�,�,x,亊h+x.��
務に関する基礎的事 �,x,亊h+x.傀竸�4�,��や図形などに関する基 舒馮ｹ4�,�>�vX,h,h.�,��
項を知り,実際生活 �+�,h/�yﾘ��+Rﾉ?ｨ�ﾒ�本的な内容に関心をも ��i6ｸ齪.x*ｩ�xｽ�,��Hｧr�
の場面で活用するた ��hｨ�,Xｨ駅�,X*ｸ.�.b�ち,数学的な知識を深 �,仆ｹj�隴i�8/�.�+��
めの基盤を作ること �*H,�+x.薬�めるとともに,日常生 ��ﾈﾋ�ｨ�:�/�,ｨ+X,Hﾕ�,��
ができるようにする 刳�ﾉ活用しようとする 意欲を高めることがで きるようにするo 俘(-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�*H,�+x.����ｹ�i6ｸ,ﾈ���hｨ�,丶ｩ,｢�+X+ﾘｾ��ﾉ4�,��I|ｨ.)%��肩/�w�*(.乖�:�/�,ｨ+R�,Bﾉ+ﾉ�ｩ4�,綾9&Hﾆ���/��ﾘ*ﾘ+Rﾈ��檠�hｨ�."�齷zx,ﾈ+ﾘ-�,ﾈｮ��)Eﾉ|ﾒ�/�ﾘ(-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��.h*H,�+x.��ｲ�

題 凵寢�ｮに当たつては ��ｸｦY|ﾈ刺,ﾈｮ��)4停�○アセスメントを基に ��ｺ)�H,hﾇh蟐:(��k�2�
棉 剔S体で取り組む活動 舒馮ｹ4�,挨ID�/��x,��個々の学習課題を分析 �+�*�,X,�*ﾚ)|ｨ.)�ｩ.�2�
設 凾ﾆ個別(小グループ) 儻H*�.x.ｨ.�.h*H,丿R�し,学習指導要領の教 �.*)�ﾘﾆ���I,Hｭhﾅz2�
定 凾ﾅ行う活動を取り入 處ﾈ刺,ﾉ>�vX/�ﾖﾈ*h.����科内容の基礎的.基本 �,ﾈｬ�5�*�.x.�ｨ�:�/��ﾒ�
に �.ｨ.��ｲ�○学習の定着が図れ �4�,�>�vX/�:X-ﾈ*h,Bﾂ�定するとともに,実生 
当 剔S体活動では,な �.�.h*H,鎚ｧxｯｨ+(,b�四つの指導領域にわた 乖�,ﾈ�ｩlｨ,�*�*�.��Hｧr�
た 凾驍ﾗく四つの領域の �,ﾈ5�7�98,Y�胃�/����つて指導できるような �4倡hﾖﾈ,�,(*(,Bﾈｧxﾕ｢�
つ 剴燉eが含まれるよう �.�+RﾉKﾙYﾈｧx�/�ﾗ2�指導内容を設定するo �,h彿.ｸ,h,ﾉ��ﾆx/�jx,��
て 凾ﾉし,個別の学習で �*F��○実生活に活用できる �+Rﾈ自�ﾈ自�ﾈ,ﾉ�hｨ�,��
の 凾ﾍ,生徒の実態に合 ��ｸ���hｨ�,��h*�+�.��ような内容や方法で指 ��h*�+8.ｨ.�.h*H,�ｹ���
考 凾墲ｹて学習課題を焦 �.h*H,�?ｨ�ﾙ�hｨ�.(ｧr�導を行う○ ��ﾙ.�/�ﾔ姥h+X,H*(*ﾚ��
え 剴_化した取組を行う 俎8処+�jrﾘ+X+ﾙ>��
方 凾謔､にする○ 况X/��ﾙ.�+x.����ｹ�ﾈ,ﾈｻ8怩驂ﾈﾈ�9��,h,ﾈｭi���ｸ/�:X-ﾈ*bﾂ�ﾏ越i4�,乂x�*ｩ��-��.x.ｨ.�.h*H,��ﾙ.�+r�.��ｲ�

主 な 学 習 内 容 ��B�○｢数量の基礎｣の内 ����-ﾈ,X.(+ｸ.ｨ決�2�010までやそれ以上の ��ｸ賈�Xﾇh蟐#BﾓX犬�

容を含んだ初歩的な �,ﾈ���H,�,(*(,B�順序数について ��H-ﾈ,X,ﾉ��鞆z:#2ﾒ�
と ��H･ID��○集合数の概念理解 ��ｸ��d�靈嬰�8見�H-ﾂ�4位数までの積.商｣ 
計 嫡蔦��-ﾈ,X,ﾈ���と大小比較 �,X,ﾉ�H,ﾉ�X揵NHｧ"�
寡 佝な�ﾘy�Fﾄ�-ﾈ,R��(1-2位数) 03位数までの数の 読み方と表記(位取 り) 嫡蔦(見�B���ｸ肩竧.に9��hﾅr�

一三三事 コ巨 ��ｺ)�I|ｨ,ﾈｮ��*8,ﾂ�○比較｢長さ｣｢重さ｣ ��ｹNHｧ*)+x+::(�+:2�○｢長さ｣｢重さ｣｢広 
内容を含んだ比較に �(ﾔﾈ+:2�:�+h,ﾈ･ID��｢広さ｣(差の理解) l �+:9%�見yﾘ��ﾉ�ｩ.つ�

と �.h.處ｨ,�,(*(,H,ﾈｮ��剪P位変換,比較(差の 
測 定 ��(･ID��ﾘ昮��剽揄�) 

図 ��ｸﾆ�.(見'Xｭhﾅx,ﾉyﾒ�○位置関係の理解 ��ｸ雹5��x,�*�*�.�｢�○多角形,円の作成 ○表やグラフの作成 (気温,身長,体重等) 
形 重 宝 関 係 弌��｢上下｣｢中外｣｢前 後｣｢左右｣ �'Xｭhﾅyyﾘ��(�8妛:)(b�､�:)��::(ﾛh濃2��ｹUﾈ.(4�8�7H,�.h.儂B�ｧ*)NHｧ(ｸ�:(ﾜX�8ｸ�2�

実 ��ｹ?ｨ�ﾙ�hｨ�,冕y(X+R�○金額(3位数まで) ��ｸｾ�ｧ｢�8見�H-ﾈ,R��ヽ＼: ○金額(4ニ-＼5位数ま た内容 �,ﾈﾖH旙,ﾈ竧.�X*"�の硬貨の取り扱い �,R�,ﾈ鑛[ﾈ,ﾈ竧.�X*"�
諺 忠?ｩWBﾉvｩ?｢ﾉH9Zｒ�○アナログ,デジタ ��ｸ4�6�8ﾘ4�霽h,ﾈ鳧ﾘ��と概算 

ル時計の時刻理解 �,h鳧ｭI|ｨ,ﾉyﾘ���○アナログ時計の時刻 と時間量の理解 
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(3)生徒の指導目標及び学習内容設定までの手続きの整理

わたしたちは,授業を計画するに当たって,生徒の習得状況だけでなく,日常の様子や発達段

階,特性,学習のペースなども考慮して計画を立てている｡

これまで,中学部の数学の年間指導計画や通知表には,個人目標や学習の様子は記述されてい

るが,なぜ,その目標なのかといった根拠や次の学習の目標がどのように変わっていくのかといっ

た事項については,分かりにくい部分が多かった｡

そこで,指導目標の根拠や今後を見通した学習内容が明確になるように,数学の個別の指導計

画を整理し,改善することとした(図3-4)｡

教科の実態(実態シートより) 仆8孜4�6ｨ�ｸ5宙ﾌ)¥ｨ,ﾈｻ8支迚�ｨﾇh柯.h.ｒ�� 

･肝絢から �+x.�+�,b��.�+�,b��実 ��H*�.xﾌ)�ﾉmｩUx-h,ﾈ,(,�*ｨ.Δ�
'不足した 

した買物を "【おった 期.けたりす 

昌一 白ﾒ�Hﾍﾆﾒﾔ､�ﾏｹ��ﾍﾈ抦畑7��
生徒の特性 � �8��｣＼∪一〇/d､lこしUノヒ]岱元′dUノ/J目 

景力 ●峰○ �*�.�.(+x*(.h*H攣���｢�

してはどうかo 
i- 冓′ ��____-_______________--〟 

年間の個人目標 劔 

○日常生活に必要な敏感や図形などに関する韮礎的な内容をもとに,身近な数学に興味-関心を 
もち,体験活動を通してさらに高めることができるようにするo 

○美佐活に関連した具体的な薮蚊や単位を用いる活動を通して,旺接的な数_旺経験を多くし,礼 
会生活や自立のための蛙腱能力を高めることができるようにするo 

111 

個別の指導計画(年間)と評価l投薬の形態ー 

学期指憩内容 ����

請;号Ii剛こぼ並ぶことができるが,｢○○く 

沸き 偬�+r� 

-.二一:t' � 

によく地境一.げろが,レジの店員に包子銃をし 

↓ヽる○ 

-金種主が分かり,必要な金網の枚数100 

-デー.I 

I � 

↓ ��

_エー上_ 
言葉顆分析 

辛.､_ 匿…両国園 

盤離陸違豊整容匝圃 

〇一〇 ��分析から年間の指導の仮説 ≡呈≡";'I振,tl �� 傚(,h�耳ﾔｸ,X�兀X��
屠曹春雷で惚捕T:田Jー3けたの .Jlnl ...---. 

導内容の方向性が見え ��ｲ� 
ヽ一m"｡,,___,寡,- 

‡旨i霞目楳 

C)3けたの数字の大小比陵ができる○ 

図3-4　数学の個別の指導計画の改善
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2　研究内容2について

(1)確かな学びを支えるキーワードを踏まえた授業実践

全体研究基調(p.14)で述べたように,生徒がどのように学習課題を解決していくのかを考え

る際に,生徒の意識の流れを十分に踏まえた学習のプロセスを考えて授業を行う必要がある｡生

徒の課題と要因から導き出した学習における確かな学びを支える四つのキーワードは, ｢必然性｣,

｢思考･操作｣, ｢振り返り｣, ｢実践意欲｣である｡その中でも中学部では,学習を振り返るた

めの手立てに焦点を当てて授業実践を進めることにした｡

中学部の生徒の学習に対する意欲や姿勢を見てみると, ｢みんながしているから｣, ｢中学生だ

から｣, ｢勉強の時間だから｣というように学習に対する必然性は,より高まってきている段階

であると考えられる｡また,生徒が学習課題に直面したときに,思考･操作を通して課題解決を

図ろうとする意欲も高まりつつある｡しかし,授業の中で学びの振り返りの機会が少ないなど,

生徒自身が学習したことを振り返ることが十分に見られなかった｡

そこで,中学部では,確かな学びを支える四つのキーワードの中でも,より学習を振り返るた

めの手立てに焦点を当てて授業を重ねることで,学習場面における｢必然性｣, ｢思考･操作｣,

｢振り返り｣が相互に機能し,生徒の実践意欲,学びの活用にもつながるのではないかと考えた｡

(2)学習を通して生徒の主体的な学びを深めるための評価表の作成と活用

これまで,中学部の数学の年間指導計画や通知表は,個人目標や学習の様子,生徒の変容は記

述されていたが,目標の達成状況や次の学習目標の記述が少なかった｡それらは,授業を設計し

ていく上で分かりにくいものであり,何を評価するのかといった個人目標に対する評価規準やど

の程度,達成したのかといった評価基準が見えにくいものであり,その結果,関係者間で共有す

ることが難しかった｡

そこで,題材の指導に入る前に評価規準を設定し,達成度を判定する基になる評価基準を明確

にした評価表を作成し,生徒の学びの変容をとらえ,活用することで生徒の変容や次の学習課題

が明確になると考えた｡

四つのキーワードを踏まえた授業実践と評価表の作成と活用について,二つのグループの実践

事例から検証していくこととする｡
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実践事例1 �ｨ,(,ﾉ�胃�/�,ｨ+X,I�i6ｸ,ﾉ¥�X/�,h.x*h+ﾘ�ｼh�������Hｧt�4�8ｸ�ｸ7b��

1　対象生徒

生徒A (中学部3年　男子)

2　指導期間

平成20年4月～11月

3　生徒の実態と指導目標(個別の指導計画から)

数学の実態(実態把握シートから) 剴叝墲ﾌ様子(数量的な観点から) 

(個別化) (類別) (分類.整理) 唳&ﾘ,�,H*(.冖ﾈ�,���+Rﾈｾ��ﾉZ�/�輾ﾛx+X+x.�+�,b�･係活動では,天気カレンダー作りを行っている○教師の 
ができるo色や形は知らないものが多い0. 倡xﾛx+X.(�8/�訷ｧﾈ*�.�,痛5hｴ84ｨ�ｸ6�/�*8.姥H*�,H*(.��ｲ�

･色や形などの名称の理解は不十分である｡言葉よ 唸ｸｹ��,X,ﾒﾉGｩ�h,�*�*(,Bﾈ�MH/�,h,�+X,IGｩ�h+x.�+�,b�

り視覚的な提示の方がPIJ別しやすいo �*ｨ*�.停�X輾,Y�H/�麌+x+�,h*ｨ*�.�*｢ﾈﾋ�,�,H*(.��H,hﾘx.ﾘ,�**��
･対にしてとらえることは難しいo 

(対応) 唸耳,(耳,)/�麌+X,Bﾈ*�.�/i7��陌�+8+�.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.了�H鬨,hｾ��ﾉZ�,ﾈｭhﾅx,ﾙyﾘ��+x.�+�,h*ｨ艀+X*(�ｲ�

陥年の学習状況 刹ｳ育的ニーズ(個別の教育支援計画から) 

･○や△の形の違いが分かりつつあり,見本を見て選ぶことがで 勍配膳が確実にできること｡ 

きてきた○ 勍時計が｢〇時｣と読めること｡ 
･ボール集めゲームでは,指定したボールを見て,2色から取り 勍100円硬貨を使って買物ができることo 

上げることができたo 
･日常よく目にする物は用途別に集めることができたo見本を見 

るとできる○ 
･並べる活動では,最初の枠に物を入れることはできる○ 

課題分析 

(実態把握シートから) 
･物の有無の判別や絵や写真の違いは理解できていると思う｡色を見せると同じ物を選ぶことができる反面,聞いた物を選び取 

ることにあいまいさが見られるところから,名前や状態を表す言葉と具体物とのつながりが課題と考えるo 
(日常の様子から) 
･カレンダーの示す数字の愚昧や曜日の順序性,数字の順序性について分かることが課題であるが,まだ先の目標と考える○ 

(教育的ニーズから) 
･配膳が確実にできるためには,一対一対応ができることが必要であり,課題と考えるo特に,カレンダーや金銭では,数詞と 

数字のつながりに気付くことが最初の課題と考えるo 

総合すると: 

･数学の実態から-けたの数字が読めたり,具体物と一対一対応できたりすることが目標になると考えるo 
･視覚情報に頼って課題解決を図ることが多い分,数や愚,状態とそれを示す言葉のつながりが不十分であるo言葉との関係 

付けも念頭に置くことで｢数字⇔数詞⇔具体物｣の関係付けができると考える○ 

[指導仮説] 
･いろいろな具体物を素材にしながら,名前や状態を表す言葉と具体物を関係付けるようにすることで,色や形の弁別,類別が 

できると考える.弁別.類別の力を生かすことで,｢数字⇔数詞⇔具体物｣の関係に気付くことができると考える｡ 

指導目標 

①簡単な図形や色の弁別や類別ができる｡ 
②5までの数を読んだり,聞いて選び取ったりすることができるo 
③5までの数字(具体物)を見て具体物(数字)と対応させることができるo 
④5までの数字を聞いて具体物と対応させることができる○ 

学期 ��胃駝ﾂ�指導目標 儷ﾘ幵�

1 2 3 �*h.x/�,X-ﾘ.h*B�*�,(-�,H-ﾘ.h*B�,�.x-x,H-ﾘ.h*B�*�+ﾈ*h,H-ﾘ.h*B�(D簡単な図形や色の弁別や類 ��

②別渠謀叛を観だ打-開 
いて選び取ったりすることが 

㊨:蘇5-雪守a-薮字-a-見境*-a- 

④土謀議養護流議体 
物と対応させることができる○ 

達成(定着(◎不十分○)未達成(見込み△困難×) 
*題材別の評価表は別紙参照

①　全体指導(20分)
･　グループの生徒全員

が取り組める内容を扱
う｡

･　簡単なゲームやクイ

ズ形式をする｡

②　個別の指導(30分)
･　教具を使っての操作

活動をする｡
･　ワークシートをする｡

発音が不明りょうで書字が難し
い｡

記憶が苦手｡
指示理解は未熟だが,運動は好

き｡

野球などゲーム要素の活動を好
む｡

アニメのキャラクターに関心が
高い｡
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4　取組の実際

表3-4　具体的な指導計画

題材名 ��9�ﾈ,ﾈｨ�:��個別の活動 

学 期 �*h.x/�,X-ﾘ.h*B�*�,(-�,H-ﾘ.h*B�,�.x-x,H-ﾘ.h*B�*�+ﾈ*h,H-ﾘ.h*B�○見本を見て○や△,絵 カードを集める. ��ｸﾊ冏ｸ/�ﾊ�,I�h.(､x/�Zｨ*�,H�-�.��ｲ�

01-5のドットカード ���ﾓX,ﾉ�H鬨/�<x-踉�

を並べるo ���ﾓX,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾉ�H/�<x-�����ﾓX,ﾈｾ��ﾉZ���ﾞﾈ/�+x.��ｲ�

○見本を見たり,名称を 

闘いたりして0,△,口 などの形を分けるo ��ｸｾ��ﾉZ�,ﾉ�H,i�H鬨/��ﾈ,Xﾈｸ-B��

主な教材.教具 勍0,△,□カード 唸7(�ｸｼ｢ﾈ､x4ｨ�ｸ6��･絵カード 唳�H鬨4ｨ�ｸ6��

1--5のドットカード 唸7h8ｨ986r�

-学期は主に,形の弁別

や類別に取り組んできた｡

そこで,二学期は全体の活

動で,弁別の学習を深める

とともに,ドットカードを

使って集合数や順序数の気

付きに取り組んだ｡また,

個別の活動では,数詞,敬

辛,具体物の関係の気付き

に取り組んだ(表3-4)｡

(1)題材名｢あつめてみよう｣

①　授業づくり

この題材では,数字カードやドットカード,ビー玉などの具体物を使って｢数詞⇔数字⇔

具体物｣の関係に気付き,身に付けることを目標に取り組んだ｡その際,確かな学びを支え

る四つのキーワードを表3-5のように考え実践を行った｡

表3-5　確かな学びを支える四つのキーワード

キーワード �4ﾈ�ｸ8��ｸ6�,ﾉmｩ4��具体的な手立て 

必然性の手立て ��ｸｻｹj�/�.�,(.h*H,閏X鈷ｴ8,8*ﾘ.��1から3までの数字やドットのカードを瞬 
を行うようにする○ 亊I4�,�/�麌+X,Bﾈ*(*ﾘ,(+�,(+ﾘ*�/�9ｨ*h.�5�ﾒ�

○｢あの数字は何だったかな?｣ と考えるきっかけと｢実は,よく 分からない部分だ!｣と気付くよ うにする｡ �8�/�ﾗ8*F��

思考.操作の手立て 微)�H霾�ﾉ�H鬨�ﾈｾ��ﾉZ�8,ﾈｭhﾅr�｢数詞⇔数字｣から｢数詞⇔具体物｣,｢数 

に気付くようにする. 倬ｨ�ﾈｾ��ﾉZ�8,ﾈ�,Y��ﾞﾈｨ�:�/�ﾗ8*H�ｲ�
○生徒自身が考え,試行錯誤しな 唳���-ﾈ,X,ﾈ�-�.乖�:�/��h*�+X+ﾘ.に�ﾈｶﾂ�

がら答えを出すようにするo �-�,�,xﾞﾈｼhｧx�,X咎w�,X*ｸ+ﾘ.�+x.���ﾞﾈｨ�:��/�ﾗ8*H.h*H,�+x.薬�(-ﾈ+�*�.�.bﾉ%H+X,H-ﾘ,B�99痛�i6ｸ*ｪ(ﾖﾂ�*h,�*ﾘ,H,ﾘ�ｺ8,h輊*H.h*H,依駢Hｧﾈ*�/�ﾗ8*H�ｲ�

振り返りの手立て ��ｸ齷Zｨ,Xﾖﾈ*h,J(,X*ｸ+ﾘ�ｺ8,h*"�･生徒自身が操作活動を｢やり遂げた!｣,｢で 

う充実感をもつことができるよう �*ｸ+ﾒ�8,h*(*H輊*(/��裴+x.��ｲ�
にする○ �(*H-ﾈ*ﾘ*(,�+ﾘ,ﾈ,ﾘ,�+ｨ*日8*ｩZｨ*�.�.b�

○自信をもつことができるように �*H,��i6ｸ,h耳�,丿ﾙDh+x.��ｲ�
するo 啌騁i$(,侈�,H.�.x*(�裴/��8*�.�.h*H,�+x.��ｲ�

実践意欲の手立て ��ｸｧx�ｨ�:�/�鰮��+X,Hﾗ8*H.h*H,��+x.��ｲ�･学習に使用する物や形.色を変えて行う○ 

②　評価表の活用

前時までにできるようになってきた｢名称⇔物｣のつながりを活用して取り組んだ｡本生

徒は,前時までに1から3の数字の読みやドットの数の同じカードを探す学習が達成してい

る｡ドットの数を見て数字カードを取り出す学習を行う中で,目標の再設定が必要になり,

表3-6の評価表を作成した｡
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表3-6　題材名　｢あつめてみよう｣評価表

個人目標 冏ｸ鳧,�*�*�.儷ﾘ廁ｴｸ���評価基準 劔劔劔考察 

1 �"�3 釘�5 澱�7 唐�9 �� �� 

1-3の 数字を見て 嫡Eｹ�H鬨,ﾉDh�ﾒ�Z��H,ﾉ�H鬨4ｨ�ｸ6�*��C �"�B ���A ������� �� ��色で迷ってしまうo 

評価基準 

具体物を取 �.s�ﾓ8,ﾉ�H鬨/�竧.��A:どの数字もすべて取り出せたo 

り上げるこ 偬�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�B:2種類は確実に取り出せたo 

とができ る｡ 僂:1つも確実に取り出せなかったo 

②[ドットの認識] 複数の1-3までの ���2�傳 �"�B ��� �� �� �(-ﾈ,X,ﾘ,X*ｸ.�*｢�8*ｩZｨ*�.�,8.x*(�ｲ�

評価基準 

ドットカードから同じ ��ｩ:�+h.�,ﾈ/�+x-x,I��-�'�+�+ﾘ�ｲ�

ものを選び取ることが �.s｣(顥}�,ﾘ+x-x,H竧.因�+�+ﾘ�ｲ�

できる｡ �3｣�,(.�ｦﾘ��,偃h.因�+�,�*�,�+ﾚ��

③[具体物-数字] ドットカードを見て, �2�C 比�"�傳､ �"� �� �� �*(*ﾘ,(*�.�*鎚爾�mｨﾊ�,C(-ﾈ,X,ﾙZｨ*��

評価基準 

数字カードを選び出す ��ｨｦﾘ��,���-��+�+ﾘ�ｲ�劔劔劍.�.h*H+��ｲ�

ことができるo �#｣)hx,ﾘ,X*ｸ+ﾖ��3｣�hx,ﾘ,X*ｸ+ﾖ��

※斜線部分は評価しなかった活動

墓誌麗整匪謂

①は,数字を形とし

て認識するねらいで取

り組んだものである(写

真3-1)｡数字を形とし

てとらえる学習である｡

②は,サイコロの目

を一つの枠にある数と

して認識するねらいで

取り組んだものである

(写真3-2)｡

③は,具体物を見て

それが示す数字を見付

け出す活動である(写

真3-3) ｡

このように,数概念

の形成において段階的

な指導を行った｡

5　本実践の成果と課題

(1) ｢確かな学びを支える四つのキーワード｣について

①　成果

｢必然性｣の手立てで本生徒は, ｢勉強｣色を感じず,クイズ感覚で数詞,数字,具体物と

のつながりにかかわることができ,意欲的に学習活動に参加することができた｡

｢思考･操作｣の手立てとして,生徒が間違った答えを出した場合,ヒントや答えをすぐに

示すのではなく, ｢おしい,よく見て!｣, ｢ちがうよ｡これ,何だっだかな?｣のような言葉

掛けを行うことで,生徒は, ｢ああでもない,こうでもない｡｣と悩んで試行錯誤を繰り返し

ながら答えを見付けていく｡何回も繰り返し,間違いを繰り返す中で数字の認識や数字と数詞

のつながりに気付くことができるようになってきた｡

｢振り返り｣の手立てでは,繰り返しの活動の中で,うまくできなかったことができたとき,

称賛とともに本生徒が行った操作を具体的に言葉にして一連の操作の確認を行う｡また,授業
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の終末時に,自分の取組やできるようになったことを友達の前で発表するようにすることで,

学習の定着と意欲の向上につながった｡

｢実践意欲｣の手立てとしては,特に,教材･教具において同じ操作活動でも品物や色,形

などを変えることで,生徒にとっては新鮮さを感じるとともに,色や形の弁別や数のとらえな

ど今まで学習したことを必然的に活用することになり(必然性),課題解決に向けて考え(忠

考･操作),できた実感をもつ(振り返る)確かな学びの向上と学んだことを活用する姿を見

ることができた｡

②　課題

今回の実践では, ｢必然性の手立て｣において,生徒自身が｢これが自分の課題である｡｣

という課題意識をもつまでには至らなかった｡課題ととらえることができるような指導の迫り

方が今後の課題と考える｡

(2)評価及び評価表について

①　成果

個人目標に対して評価規準や評価基準を設定することで,目標を意識して取り組むことがで

き,指導のぶれが少なくなってきた｡また,考察の欄に所見を残すことで,次時にどのように

取り組むか,どのような教材･教具を準備するとよいかを考えることができた｡更に,すでに

できる学習を重複して行わずに効率的な学習が展開でき,限られた授業時間でも,効果的な指

導を行うことができた(写真3-5)｡

ま語,具体物と数字の 

関係の理解が難しい｡ 

具体物と鶉字の閻僚 

が理解できてきた. 

具体物の鶉を指で善し 

示すように捗ってきたo 

写真3-5　生徒の学習上の変容

②　課題

評価規準や評価基準の設定(特に評価基準の設定)については,今後,継続した取組を通し

て高める必要がある｡

6　生徒の様子

本生徒については,色の弁別から取り組んできたが,段階的な指導を行うことで現在は, 1から

3までは指で差し示すことができたり,具体物と数詞の対応ができたりしてきた｡学校生活の中で

も尋ねられたことが,数学的な質問であると分かって指で答えたり,デパートの階の表示を見てそ

の数字を言葉で伝えたりする姿が見られ,数学で学んだことが生活に生かされていると実感するこ

とができた｡
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実践事例2-つの題材を通して生徒の変容や生徒が学んだことーを活用する姿をとらえた 

授業実践(数学Cグループ) 

1　対象生徒

生徒B (中学部2年　女子)

2　指導期間

平成19年11月～平成20年3月　(1年時)

平成20年4月～10月　　　　　(2年時)

3　生徒の実態と指導目標(個別の指導計画から)

数学の実態(実態把握シートから) �?ｨ�ﾘ,ﾉvﾈ����I|ｩ4�,握�5�*�.r��

･10までの数は,1から順を追って順番に並べるこ 唳�ﾈ支,ﾈｧx��ｩlｨ,Rﾈ7(7X5�/�訷ｧﾈ*�.�,儁Hﾘh�,��

とができるが,｢『5』の前(後)の数字は何?｣の �,ﾙ¥�-H+�,h*ｨ,X*ｸ.�*｢ﾊ(�ｸ�ｸ*ﾘ/�,ﾈ燃維b痛��ﾎ2��
問い掛けに対して,1から数唱して答えを導き出すo �+�.f�8,�,x,ﾈｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,���+Rﾉ��8ﾛh嚢*ｨﾚﾉy��

･1から50までの虫食い算(空欄)問題に対し,空 �+X,H*(.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�

欄に当てはまる数字を導き出すために,空欄の度に 唸彿.ｸ,X,ﾒﾈ自�ﾈ,Xｽ�*ﾘ,ﾈ5��ｸ7��ｲﾙH9Z�,�.h*ﾘ�ｧﾂ�
1から数唱しながら解答を出しているo �*�.�*｢ﾈ8ﾈ5x,ﾉ5�X,佗h螽/�+X,H.�.x*"ﾃ�ﾃ���苓,YH2�

･デジタル時計の分を表す2けたの数を読むとき, 十の位と-の位を逆に読むなど数字の読み方にあい まいな面が見られる. 二つの数の大小比較が難しい○ �*h.�*�,x*H*仆8*h,H.�.x*"ﾉH9Z�/�+X,H*(.��ｲ�

昨年の学習状況 仆8孜4�6ｨ�ｸ5宙ﾌ)¥ｨ,ﾈｻ8支辷�ﾇh柯*�.r��

･昨年の｢前後.左右を知ろう｣の学習で,基準が 唸ｾ�顗*ｩZｨ*�.にTｹwh,粟�ｧｨ,ﾉhy�C���苓ﾖH旙,YH9Z�*｢�

変わると,請(後)や右(左)が変わることを知り, �,X*ｸ.�+�,j�粟�顗,ﾈｦﾉ;�,hｾ��ｸｫHｦ��
定着まではいかないが,どの向きが前後,左右にな 唸鳧ﾇh/�ﾊ�,H鵁,ﾈﾗ9:籀昏+�.�+�,f��
るのか言うことができた｡ ｢分けてみよう｣では,10はいくつといくつに分 けられるのかおはじきなどの具体物を操作する中で, 画感的に答えることができるようになった○ 宙鳧ﾇh,ﾉ<x-ﾘ,h鳧ｭHｫHｦ��

｣'1..i 
課題分析 

〇十の位と-の位を逆に読むなど数字の読み方があいまいだったり,数字の大小比較が難しかつたりするのは, 
2けた,3けたの数字の読み方が定着しておらず,位取りがよく分かっていないためではないかo 

050までの虫食い算(空欄)問題に対し,空欄の度に1から数唱しながら解答を出しているのは,日常で指差し 
をしながら文章を読むようなこれまでの学習スタイルが定常しており,1から数えて答えを出す一つの方法しか 
知らないのではないか. 

【仮説】(数学Cグループ年間の指導における仮説) 
○読みや表記,大小理解について押さえることで,位取りや等価関係が分かると,例えば,500円で買える物, 

買えない物が分かり,よりよく買物ができるのではないだろうか○ 
学習においては,位置関係や量概念についても押さえておく必要がある○ 

闇響鰹葛立繭繭 
酷と繁雑蟹らが烏LJー3けたの大小理網 

酷熱登で胃病12けた ー2けたの読みと表言臼 ��ｳ8*�+ﾘ,ﾉ<x-ﾘ,iUﾈｴﾂ�,ﾉ�Ye肢S��D韜�,X�ﾈ(ｶB�

ステップー1けたの大小醍網 

指導日額 

03げだの数字を読んだり,善いたりすることができる○ 
03けたの数字の大小比較ができる○ 
0500円で買える物,買えない物が分かる｡ 
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4　年間指導計画

学期 ��胃駝ﾂ�個人目標 倬��B�時間毎の個人目標 儷ﾘ幵�

大きい数をかぞ ��8*�+ﾘ,ﾉ�H鬨/��45 ��8*�+ﾘ,ﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾉ�H鬨,ﾈ肩*｢�◎ 

えよう (3けたの数. 位取り) �<x/�+�.に��*(+ﾒ�.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�.��ｲ�時間 兒ｨ*�.��ｲ�

②表記された3けたの数字を位の 違いに応じて,読むことができる○ ���

(9-つの位には,一つの数字が対 応して数字を書くことができるo ��ｲ�

④言われた数詞を書くことができ る○ ��ｲ�

パネルの大きさ ��ｸ7�6ﾈ8ｸ,ﾉ�X*ｸ+2�36 ���,ﾉ�X*ｸ+8/�ｮ顏�,�+X,C��-ﾂ� 

をかんがえよう �/��H鬨,X��*ﾘ+�,b��,X,ﾉ�X*ｸ+8/��H鬨,X��*ﾘ+�,h*ｨ,R�
ができる○ 倬隴B�きる○ 

②lOの大きさをまとまりとしてと らえ,lOOまでの大きさを数字で書 くことができる○ ��

数字だけでは, さの理解が深ま~ てとらえられる学 亢�､)4�,丿�*h,Bﾉ�H,ﾉ�X*ｲ�,�*(,ﾈ,X,ﾘ,�*(*��ｹ|ｨ,h+R��/��x-ﾘﾙ�-餤ｹwh*ｨ*�.�,や�

③1,10,100の大きさを見て位に 対応して数字を読んだり,書いた ��

2学期からの学習肉容に組み入れてみよう 劍.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

大きさをくらべ �5�*ﾒt(8�985�8�,�'X*�.ｨ+ﾘｾ�ｧｨ/�ﾋ�*B�� 03けたの数の大eことができる○ 

よう 傅ﾉNHｧ(*ｨ,X*ｸ.����冷ﾆﾆ�Rﾃ���苓,ﾃ8顥}竰�

②3種類の硬貨を使って,吾われ た金額に応じた硬貨を取り出すこ とができる○ ��

③2つの金額の大小を比較ができ る○ ��

500円で買える物 ��ｸｾ�ｧｨ/�ﾊ�,CS���8 時間 ��S��苓.h.畏(*"ﾈ��*(*ｨｾi¥ｨ,X*ｲ� 

を見つけよう ��,YH8*h.兒にH2�*h,�*)Z�*ｩZｨ*��.��ｲ��.��ｲ�

②模擬店で500円で一つの物を買う ことができる○ ��

◎定着　○達成　△見込み　×難しい

指導計画作成に当たっては,グループの生徒の実態やこれまでの既習内容から課題分析を行い,

指導の仮説から年間の指導計画を立てた｡当初の計画では, 3けたの読みと表記が達成できたら次

の3けたの数字の大小比較の学習へと進む計画だった｡ -学期を終了した時点で,対象生徒を含め

グループの生徒の学びの状況をとらえると,百の位,十の位, -の位のそれぞれの位の読み方を覚

えて,一つの位には一つの数字を表記することも理解していた｡しかし,次の題材である大小比較

を学ぶ前に,数字の大きさをとらえられていないと数字の大小を比べることは難しいのではないか

と考えた｡そこで大小比較の学習の前に数字の大きさを量としてとらえられるように学習を組み立

て直す必要があると考え, ｢パネルの大きさをかんがえよう｣の題材を設定した｡
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5　取組の実際

(1)題材名｢パネルの大きさをかんがえよう｣　　　　　　　　　1

①　確かな学びを支えるキーワードを踏まえた授業実践

授業に当たっては,生徒の学びのプロセスを大切にし,生徒自身が学んだことを振り返るこ

とで学んだことを活用するようになると考え,確かな学びを支えるキーワードを踏まえて手立

てを行った｡具体的な手立てに関して,表3-7に示す｡

表3-7　数学Cグループの具体的な手立て

キーワード 仞��ﾉ4�,稲越x,B�

必然性を高める ために ��ｸｧx�,ﾈ､ｨ跖,�,ﾙ���,ﾈｧx�/�輊*(�+�.�.h*H,痛���諍w�+X+ﾘ7h8ｨ986x.)vﾈ��,��大きさのパネルを提示したり,本時の学習を言葉で表示したりして,本時の学習- 
の意識付けを行った｡ 

十分な思考.操 ��ｸｧx�,ﾉ(h,X�Zｨﾖﾈ*h.�+�,h/��R���,�+X+ﾖ�)¥ｨ攣��,X,ﾒﾈ.(.雲ｲ�/��-�*�.xｻ8*h.�,ﾈ,X,�*ﾒﾉ�i6ｲ�*ｨ,x,ﾈ.h*H,俟ﾈ*h,H*(.�,ﾈ*�,h*"�*H+�,h/��H+Y|ｨ.�,�*ｨ.xｧx��8ｻR�/�,h.x*h,H*(,�+ﾖ���H��,(,H.�*(*(*�.x齷Zｨ,Xﾖﾈ*b�+ﾘ��9ｨ/��+x.h*H,�6�*h.�,h,h.��,痛�8��/�ｸ�-�.�+�*�,ﾈ7h8ｨ986r�q∴罫九二一｢｣ I ･㌻∴: '鵜国書gi圏_ -qi.iiす 覇擬薫 
作ができるため �,�,�.x,�*(.h*H,�+X+ﾘ�ｸｾ��ﾉ4�,��
に �,ﾒﾈ齷Zｨ,Xﾖﾈ*h+ﾘ��9ｨ/�ｴﾉ?ﾈ+X+ﾒ�ﾎ8,津�/�ｮ顏�,h+x.��X*ｸ+8,ﾈ7��6ﾈ8ｸ/�ﾘx.ﾘ+�,I��ﾞﾈ+Rﾈ��ﾝｸ,丿ﾒ�*�-�,Hｴﾉ?ﾈ+x.凉8/��ﾙ.�+X+ﾚ��溢ｩ��2ﾓb���ｹ�i6ｸ,ﾉyﾘ��/�辷*h.�+ﾘ-�,�)U2�,ﾈ謙2ﾊ(�,ﾈ謙8,�,x,ﾉTｹwh,��

言葉を言語化して,一つの位に一 つの数字が入ることを視覚的に着 目できるようにした○ (写真3-7) �-械��%�ﾉ7��"��f�r停ﾙ���呈Rrﾈ自kﾂ�E�ﾂ�ﾋ粐�6����D��繒"�

学習を振り返る ��ｸｧx�攣��,ﾈ��ﾈ�,ﾈ覈_ｸ,�,(*(,B��X.云H.俤ｸ,鎚,x*Hﾖﾈ*h+ﾘ,ﾈ*陳�

どう解いたのかということの説明 佛ﾈ､�63�｢�
を求めたり,言語化して生徒に伝 
えたりした○ 們ｩ��2ﾓc�,ﾉ�X*ｸ+8,ﾈ7�6ﾈ8ｸ/�ｮ�,��

○生徒自身が自分で出した解答が 俾兒ｨ,Xｦﾘ*�-�/�+x.�(+8/��
どうだったのか確かめができるよ �ｨ���6�Fﾔﾙ�6木糠匁ﾆ｢ﾗF��

ために �*H,��,ﾉ�X*ｸ+8,ﾈ7�6ﾈ8ｸ/�*(*ﾘ,"�*傀�OX+X+ﾘ�ｲ��ｹ9ｨ*hﾘx.ﾘ+�,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒﾉ�i6ｸ*｢��H僮Tﾘ,Xｴﾉ?ﾈ+Rﾈ,x+�*ｨｭH��,�,B�,x+�*ｨ,X*ｸ+ﾘ,ﾈ*��i6ｸ齷�x*ｩZｨ*��.�.h*H,�7h8ｨ986x,�6�4h6(4騫8/���ﾘ*�+ﾘ�ｲ�･詞函 写真3-7｢百の位は何o｣ 

実践意欲を高め ��ｹ>�+X*(ｧx�攣��*ｩ��*ﾘ,h�9w�*ｨﾋ���+x.�+ﾘ-�ｭH��,(,H.�.h*(+�,h/�6�*h+ﾘ.つ�問題の難易度を考えたりして個別課題を作成した○また,数学の学習以外の場面で 
るために �(*�+ﾒﾃ8*�+ﾘ,ﾉ�H/�<x-雍�檍*ｨ*�.�,h*ｸ,痛�Hｧx,Xｧx�+X+ﾘ+�,h*ｨ諄*h.�+�,h/��

伝え,｢百の位は何o｣と言葉掛けをして,生徒が位を意識して読めるようにしたo 
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②　生徒の変容と評価表

生徒の個人目標に対してどこまで到達したのか生徒の変容をとらえるために評価表を作成し,活

用した｡指導前に個人目標に対して評価規準を設定しておくことで,時間ごとの学習内容も明確に

なってきた｡また,評価規準に対して評価基準をA, B, Cの三つの基準を設け,学習の習得状況

をとらえることとした｡考察の欄において,生徒の学習の様子を簡単に記入できるようにした｡具

体的な姿をとらえることで｢できた｣とか｢難しい｣といった評価の背景が分かりやすくなってき

た｡

表3-8　生徒Bの｢数(パネル)の大きさを考えよう｣評師表

観点 (学習内容) 倡y;�mｩUr���胃�,ﾈﾌ)�ﾉmｩUr��評価規準 (時間毎の個人目標) 儷ﾘ幵�劔劔俟ﾈ���

･I2i3 �4 迭�6 途�8 湯�10 免ﾂ�

量概念 大小比較 ��ｸ7�6ﾈ8ｸ,ﾉ�R�*ｸ+8/�ｮ顏�,��+X,Fﾄ�-ﾈ,X,ﾂ�(Dlの大きさを 基準にしてlOま での大きさを数 �$������� �� �� �� 唳^(��ﾈ/�盾�*(+ﾘ+�,h,Xﾚﾂ�y�+X+ﾒ��

評価基準 
大きさを数値 �&ﾈ,YUﾈ+x�ｲ�A:1の大きさを手掛かりに,自 劔劔分で補 �1の大きさ 
で表す｡ 剌武���｢たり,1の大きさのバネ 劔劔凾ﾌパネルをプ 

ルを重ねたりして大きさを数値で書 劔劔刄潟塔g上で重 
いたり,発表したりしているo 劔劔凾ﾋていくこと 

B:パネルの大きさを求めるためにバネ 劔劔凾ﾅ確かめがで 
ルの操作が難しいが,1の大きさを 手掛かりにしようとしているo C:1の大きさを手掛かりにすることに 気付いていない○ 劔劔凾ｫた. 

②lOの大きさを まとまりとして とらえ,100ま 錨ﾂ���"�A �"�A ���A �� 唳�X*ｸ+8/�ﾖﾂ�*h,H*(.�,h*ｲ�,�#��ﾃ#�ﾚ2�

評価基準 
での大きさを数 値で表す｡ ��ｧ&s��S#�*�2��ｶﾈ鄕�ｹLｶﾈﾇx樂=��,ﾈ*��H*h,I�X*ｸ+8/�ｸ�-�,H*(.薬�#｣�,fﾄ�,ﾉ�X*ｸ+8/�ﾚﾉ:�+X,H*(.�*｢ﾂ�ｮ顏�,h,�.��X*ｸ+8/�訷ｧﾈ*�.�,�+X.b�*H,h+X,I�H*h,H*(.薬�3ｦﾄ�,ﾉ�X*ｸ+8/�-ﾈ,h-ﾈ.�,h+X,H,h.x*b�,H*�.x+ぬ#�ﾃ"ﾃ2簫ﾚ8,i�H*h.薬�劔劔�,i�H*h,H*(+ﾘ�ｲ�攣��7h8ｨ986xt��

(㊦ランダムに出 されたパネルの 大きさを3位数 埠dﾂ��ﾄ"�劔剩��A 唸ｿ8犬����*ｨ*�.�,h*ｸ,陳�8*�+ﾘ,ﾉUﾈｴﾂ�

評価基準 
で表すo ��｣�ﾃ��ﾃ���,ﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾉ�X*ｸ+8/�薰�劔劔�,ﾈ覈_ｸ,�ｹ���

掛 �*�.�,鎚肩,ﾈ��*(,亢9WH*(,Bﾃ2�劔劔があるが,百, 

位数の大きさを求めている○ 劔劔剌¥,-のそれ 
B:位の違いに気付いてはいないが,1, 劔劔凾ｼれの大きさ 

10,100のそれぞれの大きさがいくつ 劔劔凾�ﾜとまりと 

あるのか分かる○ 劔劔凾ｵてとらえて, 

C:1,10,100のそれぞれの大きさがい 劔劔剔蛯ｫさを数で 

くつあるのかとらえきれず,位取り 劔劔剳¥している○ 
が難しい○ 劔劔剿�ｮ非8 

【活用する場面】 

○作業学習(校内実習)のおいて,出来高本数を100,log).まとまりでとらえられるように大きさの違うカー 

ドを使って出来高表に張る(写真3-8)○ 

ノー 劍氾ヨ��ャャヨ����ヨ�����

写 ��....H-?-- i -†一幸____ ��Hｧx,ﾈ�ｼh決､�,ﾈｨ駅��ｩlｨ,h+X,Bﾈﾞﾈｼhｧx�,Y�ｹV�,ﾈ�x��

_ー±左道__A �>ﾈ/�麌+x,h*ｸ,儷2ﾈ�,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�/�諄,�,IUﾈ+x+�,h,�+X+ﾘ�ｲ�

数学で学習したことを使って,｢320本｣の大きさをパネルで 

示すことができた｡ ヽる場面 

3-8作業学習で活用して 
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a. -_---- _: 5-:_::-_
-学期(前題材)の　　　　　　課題プリント①　　　　　　課題プリント②　　　　　課題プリント③

課題プリント

百の位,-の位など基礎と ��30の数を数えるのに- ��100,10,1の大きさがそ ��3位数の数字がどれぐら 

なる言葉や位が違うことで読 凾ﾂ一つのマス目を一個ず 凾黷ｻれいくつあるのかとらえ 凾｢の大きさになるのかロで 

み方が変わることを理解して 凾ﾂ数えていた010をひと 凾ﾄ,位の違いをとらえながら 剳¥記した0100,10,1の 

いる｡しかし,表記すると- 凾ﾜとまりとしてとらえら �3位数を表記していたo 凾ｻれぞれの大きさの違いを 

つの位に100や10など複数 の数字を記入している○ 凾黷驍ﾆ｢10,20,30｣と 数えていた○ 劔とらえて記入しているo 

6　成果と課題

【成果】

授業実践において,生徒の学びの過程を十分に踏まえて,学習の必然性を高めること,十分な思

考･操作ができること,生徒自身が学習を振り返ることができること,実践意欲を高めることに重

点を置いて手立てを考え,授業を行った｡数学科の授業であるからこそ,思考･操作の活動を重視

しつつ,これまでの指導上の課題であった振り返りの場面も大切にした｡生徒に｢なぜ｣と問い掛

けることで,生徒Bは,自分の考えを説明する機会が増えた｡そのことで,新しい学習課題に向か

う気持ちを高めることができ,前に使った方法を自分なりに使うなど活用する姿が見られた｡

また,評価表に評価規準や評価基準を明確にしておくことで,単に｢できた｣という評価だけで

なく,生徒の学習中の思考の過程もとらえながら, ｢～だからできた｡｣というように生徒の姿から

より客観的に評価できるようになってきた｡

【課題】

特に本グループは,自閉症と診断された生徒が多い集団である｡学習課題に対し,正解のみを強

く求める生徒や何を頑張ればよいか見通しをもちにくい生徒がいる反面,前回の学習を踏まえて自

分の学習課題をとらえられる生徒もいる｡その学習集団の中で,学習の必然性を高める手立てにつ

いて,生徒の実態に応じた迫り方を工夫する必要がある｡

評価については,より分かりやすい評価表を求めて作成してきた｡現在の評価表を活用した実践

はまだ期間が短いので,今後も実践を重ねていきたい｡また,引継ぎの情報としては何が必要なの

か整理して行く必要がある｡
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3　研究内容3について

(1)高等部における取組につなぐための情報の整理

中学部では,個別の教育支援計画や通知表などを資料として,高等部と引継ぎを行っている｡

しかし,教科別の指導の情報が不十分との見方がある｡これは,指導者間を通して学習の様子は

伝えてあるものの,次の指蓉目標や評価に関する情報が少なく,高等部での目標や学習計画が作

成しにくいためと思われる｡

そこで,高等部の職員がどんな情報を必要としているのか把握することで,中学部の取組にも

生かしていけるのではないかと考え,高等部の職員-のアンケートを実施した｡

アンケートを通して,中学部の取組が高等部で系統的･継続的な取組につながる情報の整理と

して,生徒の学習の様子だけでなく,どんなことを学んで,どこまで到達(達成)したのか生徒

の学びの変容を明確に伝える必要があることが分かった｡中学部での既習内容や題材ごとの指導

目標に対する到達度,生徒の学びの変容などが具体的に知りたいこととして,多くの高等部の職

員から挙げられている｡また,個別の指導計画において,学力の基本となることが多い｢国語｣,

｢数学｣は,詳しく情報が欲しいことも意見として出された｡

(2)生徒の高等部での状態像をとらえた指導目標の設定

学部間の引継ぎの課題として取組が継続されにくいということが挙げられるが,それは,生徒

の発達的な状態像のとらえと課題の分析が十分でないことが考えられる｡そこで,将来の状態像

(高等部での姿)のとらえと課題の分析を行うことで,中学部の取組が系統的･継続的な取組と

してつながるのではないかと考えた｡

中学部では,これまで個別の教育支援計画を中心に,高等部-の移行支援を行ってきた｡保護

者と協働して,生徒の実態や教育的ニーズを把握し,よりよい移行支援に結び付ける材料として

いるが,教科等におけるより具体的な指導内容の記述は少なく,また引継ぎ資料においても所見

による記載が主になるため,評価の規準が明確に示されておらず, ｢教科の指導において,何が

できて,どこでつまずいているのかがはっきり見えない｣状況にあった｡また,これまでの中学

部の数学では, ｢生活に生かす｣ことを視点に当てて｢買物活動｣を通して,日常生活に必要な

数量や図形などに関する基礎的な能力を高める取組を行ってきた｡この取組は,これまでの教科

学習における学びが生活に生かすことが難しいという課題を受けて, ｢買物活動を通して日常の

数概念を学ぶ｣という考えに基づいた数学科の学習であった｡これにより買物のスキルを高める

ことはできた｡しかし,具体的な生活を通して数量経験の拡大･深化を図る学習では,生徒にとっ

て生活に結び付いた身近な内容として,実務的な指導にのみ重点が置かれがちになり,数量的な

処理能力を身に付けることや,系統性を踏まえた指導に課題が見られるようになった｡

そこで, ｢生活に生かす｣ことを踏まえて,中学部段階における学習状況や生徒の変容が分か

る個人目標の評価を通して,系統的･継続的な取組に生かしていくこととする｡
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1 実践事例3高等部-のつながりを踏まえた事例(数学Dグル-プ) 

1　本実践の方法

本実践を取り組むに当たり,中学部で数学Dグループに所属していた生徒C (平成19年度卒業生)

を対象として移行支援を行った｡

(1)実態把握の検討

高等部での取組につなぐためにどのような情報を必要としているのかを検討する際,まず,中

学部での3年間の実態を明らかにする必要がある｡そこで,個別の教育支援計画や通知表等にお

ける数学科の学習に関連する記録をまとめ,整理した｡

(2)中学部3年間の取組

連絡カードや個別の教育支援計画による,短期目標から長期目標にわたる3年間の学習の取組

の様子を明らかにした｡

(3)高等部への移行支援

実態把握シート等を活用して, ｢何を学び,どこまで達成できているのか｣を明らかにし,敬

学科の学習における課題を分析することにより,より明確な指導計画の設定を目指した｡さらに,

評価表にまとめることで,高等部-の系統的,継続的な指導につながる情報を集約･整理した｡

2　実際

(1) 3年生　生徒C (卒業生)の状態像について

生徒Cは,身辺自立はほぼできているoこれまでの経験やスケジュール等を手掛かりにして, 

見通しをもって行動することもできる○言い回しのバリエーションも増え,適切な言葉で気持ち 
を伝えることもできるようになってきた○反面,困ったときや具合の悪いときに自分から-ルプ 
サインを表現することが難しい｡ 

(2)生徒Cに対する指導の経過【個別の教育支援計画(言語･数量,コミュニケーション)から】

当時の様子 俟ﾈ*h.x.ｨ.�ｹ���

1 年 唸�ｩlｨ,�-8+8.ﾘ+X*ﾘ,�*(ﾋ駢H/�諄*H+�,h*ｨ*�.�*｢ﾈ6��･買物場面で合計金額に近い金額(代金が, 

リエーシヨンは増えてきている○ �#��苓,ﾈ鳧,�3��苓/��+y9著/���OX+x.�+�,f��
･買物は一人で行くこともあるが,ちようどの金額や 

近い金額を準備することは難しいo 
･腕時計を着けたがらない○ 

2 年 唸�ｩlｨ,�-8+8.ﾘ+X*ﾘ,�*(ﾋ駢H/�諄*H+�,h*ｨ*�.�*｢ﾈ6��･買物場面で合計金額に近い金額(代金が, 

リエーシヨンは増えてきている○ �#�8苓,ﾈ鳧,�#��苓/��+y9著/���OX+x.�+�,h�ｲ�
･買物は一人で行くこともあるが,ちようどの金額や 

近い金額を準備することは難しい｡ 

3 午 唸ﾆ夷ｨ/�諄*"ﾈ*�*(+8,(.�齷Zｨ*�.x,X*ｸ.���･困ったことがあるときに,担任教師に伝え 
･困ったことがあるときに,大人に伝えること(-ル �.�+�,b育�x源x｢ﾉ�ﾉ+)W9|y9著�ｲ�

プサイン)が難しい○ 唳zx+��-ﾈ,�,I�ｨ訷/�ﾊ�,Bﾈ*�*(+8,(*ｨ,X*ｲ�
･6年生程度の漢字が書けるo �.�+�,f��

･乗除法や簡単な文章題ができるo 唳?ｨ�ﾙ�hｨ�,俶x.ﾘ.ｨ.�%�肩,ﾉ|ｨｫH/�,(*�-�+��

･簡単な英単語が書けるo �,b�ﾉl"ﾆ6ﾒﾆﾙ9著�ｲ�

･計算機,電子辞書が使える○ 唳�ｨ訷,兒ｨ*�.�.(+x*)�(+Y_ｸ/��8�+x.�+�,b��.H,�*ﾘ.掩(+y9著�ｲ�
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(3)生徒Cに対する指導の経過

時期 冦ｩUr�学習の様子 

1年生前期 ��ｸｮ��)4�,ｈ*(.ｸ*(.ｲ�･実態把握も兼ねて,プリント課題や実際に買物に出掛け 

るなど基礎的な問題に取り組んだo小数や分数など計算力 

な)問題に取り組むこ �,ﾘﾘ(*ﾒﾉ�8ｦﾘ,X*�.な�9w�.�ﾘ(*�,(+ﾒ饉h���,ﾘｾｨ訷+�*｢ﾂ�

とができる○ �5h�ｸ8ｹ*8.�,�,x,ﾈｬ�%�,�ｹ��*�.x跖-�.�+�,h,Rﾈ�(h+X,B�

取り組むことができた○面積の問題も苦手な分野だが,少 

しずつ挑戦できていた○ 
･買物は,レジの金額表示を見てお金を準備することに課 

題があった○金銭実務の学習は,家庭でも取り組んでいる 

買物など,実際にお金を扱う経験を重ねることで身に付け 

ることができるようにしていきたい○ 

1年生後期 ��ｹ5�,僣H,�,H*(.儼兒��･ワークシート使って,買う物,値段,個数,合計を計算 

し,レシートを見ながら,合計金額やお釣りを確認した○ 

や値段を理解すること 唸��ﾝｸ,ﾉH9Z��ｩlｨ,X,ﾒﾈ8ﾈ5x,ﾈｾ�ｧｩUﾈ麌/�ﾊ�,H*粟�/���OR�

ができる○ ○レシートやお釣りの �+x.�ｹ��,偃h.��x/�+��ｹ5�,ﾉ�ﾈ,ﾊ(�ｨ�ｨ苓,X+x�ｺ8,h*(*Hﾋ��

葉とレジの金額表示を確認して,ちようどのお金を支払う 
ことができたo 

金額を確認することが 唸+�.h*H,x,ﾈｾ�ｧｨ,��陌�+X+ﾘ*粟�*ｩk8*(�ｨﾘx,痛�ﾘ-�,ﾈｾ�ｧ｢�

できる｡ �/�迚ZX*H+�,h,�,(*(,H.�ﾈ晴+X+�,(,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*ｲ�

た○ 

2年生前後期 ��ｸ8ﾈ5h�ｸ6x.(*�-�.�,ﾂ�･ワークシート使って,買う物,値段,個数,合計を計算 

金額を確認することが �+Rﾈ8ﾈ5h�ｸ6x/�ﾊ�,�*ｨ.rﾈﾘxﾇhｾ�ｧｨ.(*�-�.�/�ｦﾙDh+X+ﾖ��

できる○ ○レジの表示を自分で 唸��ﾝｸ,ﾉH9Z��ｩlｨ,X,ﾒﾈ8ﾈ5x,ﾈｾ�ｧｩUﾈ麌/�ﾊ�,H*粟�/���OR�

する課題に取り組んだ.店の人の｢〇〇円です○｣という言 

薬とレジの金額表示を確認して,必要最小限の金額を支払 

確認して,必要最小限 �*H+�,h,�,(*(,H.�ﾈ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾒ粨-ﾈ+ﾒﾈ*域r�

の金額を支払うことが できる○ �*(,�.�齷�ﾘ/�.�,�,H竧.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��

3年生前後期 ��ｹ�hｨ�,��xｽ�,�%�肩/��･メジャーや計蓮器,計量カップ等を用いて,生活に身近 

読み,その量感を理解 �,�%�肩/���ﾝｸ,佗i�ｨ+x.乖�:�/�ﾗ8,�+ﾒ�-ﾈ+緯X�,鎚7h8｢�

することができる○ �986x,Y%�肩ｫx螽,ﾈｧx�/�+X,Bﾃ�ｶx,ﾘ嶷x*津�ｿｨ-ﾈ嶷ﾖi��B�

(重さ,長さ,かさ- �9�,ﾈｦﾙDh+X+ﾖ�8�5x88�ｸ,ﾈ諄*)_ｸ,X,ﾒﾄ�6ﾘ,ﾈ見'X/�ｦﾙDb�

kg,g,cm,皿,ma, �+Rﾉti$(,hｺi|ﾘ+X,Hｻ8�>�,ﾉ��d�.(ﾕｩ.ｸ,ﾉuhｾ�,ﾉ+x+8,�,r�

a) 〇千の位までの整数の �/�ﾇi�ｨ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｸ-ﾈ+ﾒﾈ�|ｨﾇh/�w�*(,Bﾃ&ｶx-ﾂ�

での教材の重量を量る際,1日盛りの間隔や読み方を確認 

して計測した○ 

四則計算ができる. 唸*�+2益Y��,ﾉ�ｩ.�,�*�*(,H,ﾒﾊ#�經�,ﾈ5x8X�ｸ5�/�i�ﾂ�

で分けるにはどうすればよいか｣の問題に対して,計算式 

で求めた後,実際に計量カップで等分することで,一人 

当たりの分量を確認することができたo 

(4)平成19年度年間指導計画の反省とまとめから

①　ねらい

○　日常生活に必要な数量や図形などに関する基礎的な内容に基づき,生徒自らが身近な数学

に興味･関心をもち,体験活動を通して更に関心を高めるようにする｡

○　生徒の実生活に関連した具体的な数量や単位を用いる活動を通して,直接的な数量経験を

多くし,社会生活や自立のための基礎学力を高めるようにする｡
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②　単元題材設定に当たっての考え方

｢数と計算｣, ｢実務｣だけでなく, ｢量と測定｣や｢図形･数量関係｣の観点からも活動を設定

するとともに,実生活の場面における数学的思考について,学校と家庭との連携を密にし,一人一

人の生活に生かされるように課題設定を工夫していく必要がある｡

表3-9　Dグループ年間指導計画(実態把握シートによる課題分析から)

月 ��胃�,ﾉ>�vR�
数と計算 處ｨ,i�ｩ.��図形.数量関係 們�k��

4 唳���H,ﾈ賈�Xﾇh蠅�･単位理解 唳.斡ｸ,ﾈ諄*)_ｲ�･金額の概算 

5 6 7 9 10 ll 12 茶H見�H-ﾈ,X,ﾉ���;R��(重さ,長さ,かさ) ･重量の測定 (g,kg) �(4,000円まで) (5,000円まで) ･時間塾 

(3位数までの積.商) (5位数までの和.差) ･小数や分数の意味 勍多角形の作成 
･距離の測定 (C皿,帆,km) ･かさの測定 (mQ,0) 宙蓼ｧ�ﾆ�韆ﾈｧ�ﾆ���X苓,ﾈﾞﾉ�ﾂ��5(987�5�,ﾈ諄*)_ｲ��Y.斡ｸ,ﾈ諄*)_ｲ�(あと何時間) ･金額の概算 (1万円まで) 

I 勍温度の測定 唳�ﾘｧ�ﾆ�,ﾈﾞﾉ�ﾂ�･時間量 

2 茶H見�H-ﾈ,X,ﾉ��ⅲ��(体温.気温) 忠�ｧ�ﾆ�飩ｨｧ�ﾆ���(あと何分) 

3 勍表,グラフの作成 (気温.身長.体重) 宙苓,ﾉlﾙvﾈ,8*ﾘ.ｒ�

③　生徒Cの個人目標

名前 侘)�ﾉmｩUr�

生徒C ��ｹ���H,ﾈ賈�Xﾇh螽*ｨ,X*ｸ.��ｲォ見�H-ﾈ,X,ﾉ��鞋rﾃ8見�H-ﾈ,X,ﾉ��ⅲ��
○生活に身近な単位を読み,その量感を理解することができる○ 

(重さ,長さ,かさ-g,kg,cm,m,km,mQ,¢) 

○定規やコンパスの正しい使い方を理解し,多角形(三角形,四角形)や円を作 
成することができる｡ 

○買物活動を通して,1万円までの金額の概算及び計算ができる. 

④　実際

圧巨離,　重量の;景山定

1　中学部室内の備品の長さを測定した｡ (メジャーを用いて)

2　校庭の遊具や遊具間等の長さを測定した｡

(始点と計測点がずれないようにした｡)

3　cmやmの量感をつかむ取組を行った｡

(自分の指や腕の長さ,歩幅等を測定し,おおよその長さを予怨して測定す

る取組を行った｡)

4　学部室内の備品の重さを測定した｡ (台上はかりの使用)

5　gやkgの量感をつかむ取組を行った｡

6　身長や体重の記録を折れ線グラフに表した｡
(グラフの読み取り)

写真3-9　遊具の距離測定

写真3-10　身長記録をグラフ化
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金客頁の概算(整妻女の四貝○○計算) 

13位数,4位数の計算に取り組んだo(電卓使用,筆算) �� 
/ 冕ｩ62� 

23位数,4位数の概算に取り組んだ○(買物活動での暗算) �/ 

写 楢祁�ｩ9��X+や�

34,000円以内の買物学習及び小遣い帳の作成を行った○ 

(生活単元学習との関連) 劔=ﾉ��v���ｨ6ﾚ"ﾂ褪ﾆｧH�j2���2ﾓ�)H9Z逢x�淫ﾈﾊﾘ*)*���

多角罪多,円の作成 

l定規やコンパスの持ち方や使い方を確認し,正確な活用方法を身に付けた○ ��W陋���5��ﾘ�"ﾒ�

(直線の引き方,角度の測定方法の確認) 

2平行,垂直等の用語確認をした○ �乖ｸ��畔�����.(*円r貳ﾂﾒ�書生.｡_｡_盤上-.,1 

i離 -＼一一/∴入 _-C. 写真3-13定規やコンパスを用 3多角形(三角形,四角形)や円の作図をした｡ 

4多角形や円の模様づくりを行い,正確に作図することにより,数学的なもの 

の審美性に気付くようにしたo �*(+ﾘﾞﾉ�ﾒ�

3　成果と今後の課題

以上のような授業実践を積み重ねたことにより,次のような成果や課題が明らかとなった｡

【成果】

評価規準を設定する際に,社会

(家庭)生活で求められるスキル

の観点を加えることで,生徒自身

にも具体的で分かりやすい評価基

準を設定することができた｡

高等部の年間指導計画等の情報

連携を基に,生徒Cの学習内容を

想定することにより,近い将来の

状態像を把握することができ,揺

業設計において常に｢将来の生活

表3-10　生徒Cの評価表(量と測定)より抜粋

数学科題材名｢いろいろなものをはかろう｣評価表3年生徒C 

観点 (宰謝中春) ��ｹ�盈ｩUr�&ﾉ*�,ﾉ&ﾉ�YmｩUr��評醗酵 侏齏)�阯ｨﾈ"逸ｩ7ｒ�� 

I �&�6擢天電砺唐�

踊経. ��)�ﾞfｹ%�肩/�ﾘ"�①学部壷勺の備品の長さを瀬i ��ｲ�M/ 
等7瀬i定 (量と波崎 �-ﾘ+ｸ,ﾈﾙ��x/�yﾘﾎ�ﾊH耳.��定できる6ジャー獅 唸ﾋ偖(�8ﾇｩ�4ﾆ��(.陳�

ことができる⊃ 警寄→8kg 冦mの鞄動こせ,着目∩ 

(②繊細等の長さを 源嵯でき6. ��OiW 
･メジャーの源曜方法を 華朝密して.寛子できた 

③cnRmの量感を/功むこと がきる, ��"�∴十 尾��ｶ尾飛�
･1mの惑覚をつ力的) 聞課目を要した, 

④掌握内の慌品の重さを渕 定すること力できる⊃ ��ｲ��7鋲b�
･はかり0蜘潤艶 できた 

に生かす｣という視点を踏まえての授業づくりに取り組むことができた｡

【課題】

プレテスト,ポストテスト等の実施により,こまめな診断的評価,総括的評価をすることで,評

価表にまとめやすく整理できたが,高等部-引継ぎの際に,より精選された情報の提供による連携

を更に図っていく必要がある｡
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Ⅷまとめと今後の課題 

わたしたちは,生徒が学んだことを活用するために数学科の授業づくりを通して,生徒の主体的な

学びを深める手立てを踏まえた授業実践,評価規準や評価基準を明確にした個人目標の評価を行って

きた｡研究内容ごとに本研究の成果と課題を述べることにする｡
)

1　数学科の授業に関する指導の根拠と方向性の明確化について

(1)成果

学習前に生徒がどの程度の知識や技能を獲得しているのか把握するために,実態把握シートを

作成し活用した｡また,個別の指導計画を見直し,生徒の実態から指導目標や学習内容を設定す

るまでの流れが分かりやすいように提示するとともに,学習における課題分析を行うことで指導

の根拠と方向性を示すことができた｡

実態把握シートという物差しを活用することで,生徒がどんな内容でつまずいているのかが把

握でき,具体的で焦点化した学習内容を設定することができた｡例えば, ｢大小比較｣の項目の

実態を見る場合,数字の大きい小さいの理解だけでなく,順序としての数字や量としての数の大

きさなども考えて,大小比較の理解度を見る必要があることが分かった｡また,実態を細かく分

析していくことで算数･数学の系統性や段階的な学習内容を考えることもできた｡

(2)課題

課題分析の方法に関しては, ｢算数･数学｣の系統性も踏まえて,観点や導き方など明確にす

る必要がある｡

2　生徒の確かな学びを実現するための数学科の授業実践と評価の在り方について

(1)成果

生徒の確かな学びを支えるための四つのキーワードが提案されたことで,生徒の主体的な学び

が深まり,学習課題に対する必然性や生徒の思考･操作,学習の振り返り,生徒の実践意欲を考

えた手立てを意識した授業を展開することができた｡

例えば,生徒自身が十分に操作をする中で考えることを大切にし,生徒がどのように考えてい

るのかということを推し量りながら学習支援をするようにしたことや,学習の振り返りの場面に

おいて,生徒自身にどのように考えたのか説明を求めたり,教師がこうではないかと生徒と一緒

に考えを確認したりしたことなどである｡

また,学習の振り返りをていねいに行うことで,生徒自身が前回学習したことを踏まえて自分

で学習課題に向かったり,自分の考えを積極的に発表したりする主体的な様子も見られた｡さら

に,前回学習したことを思い出して,問題解決に同じような方法を使おうとする活用場面も見ら

れるようになった｡

評価においては,評価規準や評価基準を明確にしておくことで,生徒がどこまで達成したのか,

どこでつまずいたのかが分かりやすくなった｡具体的には,学習場面で問題が解けたから達成で

はなく,教師が生徒の問題の解き方にも注目して｢00は理解しているが, 00はまだ十分とは

いえない｡その理由は○○ではないか｡｣など,生徒の数学に関する状態像を事実とその背景と
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を合わせて考えるようになったことである｡

(2)課題

学習課題に対する必然性については,正解のみを強く求める生徒,何を頑張ればよいか見通し

をもちにくい生徒,前回の学習を踏まえて自分の学習課題をとらえられる生徒など様々な生徒の

実態に応じた迫り方を工夫する必要がある｡

評価表に関しては,今後も実践を積み重ねていく中で評価の充実を図っていきたい｡

3　高等部へ系統的･継続的な取組としてつなげるための情報の生かし方について

(1)成果

生徒の状態像(-年後もしくは卒業後)を想定した目標設定に関しては,生徒の学びをとらえ

た指導目標及び学習内容を計画することで,先を見通した目標になりつつある｡これは,実態把

握シートによる細かな実態把握で,教師が教科の系統性や生徒の習得のペースなどをあらかじめ

把握できてきたからである｡

(2)課題

教科の学習を系統的･継続的に行っていく上で実態把握シートや数学の個別の指導計画は情報

として有効であるかどうか今後も引き続き検証が必要である｡

以上の研究の成果と課題を受け,今後も生徒が主体的に学ぶことができる手立てを踏まえた 

授業実践を継続していくとともに,評価については新しい題材でも実践を重ね,評価の在り方 

について更なる深化を図りたい｡ 

また,十分な検証ができなかった教科の学習を系統的.継続的に行っていくための必要な情 

報を今後も引き続き検討し,数学科以外の教科指導-研究の成果を生かすことができるような 

実践研究を深めていきたい○ 
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